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は
じ
め
に
か
え
て

近
世

の
武
家

の
茶

の
湯

の
研
究
視
点

は
、
大
名
家

の
茶

の
湯
と
柳
営
茶

の
湯
を
中
心
に
考
え
ら
れ

て
き
た

(1
)
。

こ
れ
ら
大
名
家

の
茶

の
湯
や
柳
営
茶

の
湯
に
対
す

る
研
究
成

果
が
集
中
す

る
中
、
看
過
さ
れ

て
き
た
存
在

に
旗
本

が
あ

る
。

そ
も
そ
も
近
世
期
に
入
り
、
徳
川
幕
府

の
正
史
編
纂
書

『
徳

川
実
紀
』
な
ど

に
見
え
る
茶
事

の
記
事
に

明
ら

か
な
よ
う
に
、
社
交
上
必
要
な
教
養

と
な

っ
た

こ
と
も
あ

い
ま

っ
て
、
茶

の
湯
を
嗜
む
武
家

の
人

口
は
大
幅

に
増
加

し
て
い
る
。

そ

の
よ
う
な
中
、
創
意

工
夫
を
な
し
た
茶

の
湯
を
楽

し
ん
で

い
た

の
が
徳
川
宗
家
や
大
名
家

に
限
ら
れ
た
と
は
考

え

に
く

い
。

ま
し

て
、
茶

の
湯
を
学

ぶ
に
際

し

て
の
受
け

皿
に
あ
た
る
存
在
、
教

授
者

が
、

先
学

に
よ
り
述

べ
ら
れ
て
き
た
古

田
織
部
や

小
堀
遠
州
、
片
桐

石
州
と

い

っ
た
大
名
茶

人
や
幕
府
内

の
茶
道
役

の

み
で
あ

っ
た
と
す
る

の
は
無

理
が
あ

る
と

い
え

る
。
事
実
、
近
松
茂
矩

(
元
禄
八
年
～
安
永
七
年

・
一
六
九

五
年

～

一
七
七
八
年
)
に
よ
る
享
和

四

(
一
八
〇
四
)
年
成
立

の
逸
話
集

『
茶
窓
間
話
』
中
巻

(
2
)
な
ど
に
見
る
よ

う
に
、
佐
久
間
将
監
や
舟
越
永
景
、
多
賀
左
近
と

い

っ
た
人
物

は
宗
匠
で
あ

っ
た
旗
本
茶
人
と
認
識
さ
れ

て
い
る
。

本
研
究
報
告
書

で
は
、
多
賀
左
近

(文
禄
元
年
～
明
暦

三
年

・
一
五
九
六
年
～

一
六
五
七
年
)
と
舟
越
永
景

(慶

長

二
年
～
寛
文
十
年

・
一
五
九
七
年
～

一
六
七
〇
年
)

に

つ
い
て
概
観

し
、
併

せ
て
今
後

の
展
望
を
示
す

こ
と

で

表
題
の
研
究
課
題

の
経
過
報
告
と
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

、
多
賀
左
近
に

つ
い
て

多
賀
左

近

へ
の
検
討
は
、
本
奨
励
研
究
助
成

の
申
請
後
、
審
査
結
果
発
表
ま
で
に
投
稿

し
た
小
論

で
行
な

っ
た

も

の
が
あ

る

(
3
)
。
多
賀
家

は
大
和
国
高
市
郡
内

に
お

い
て
二
〇
〇
〇

石
の
所
領
を
持

つ
旗
本

で
、
多
賀
左
近

は
寛
永

四

(
一
六

二
七
)
年
に
使
番
役
に
就
任
し
て
い
る
。
花
生

け
に
長
け
た
茶
人

・
多
賀
左
近
は
桑
山
宗
仙

に

初
学

を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
、
小
堀
遠
州
や
金
森
宗
和
な
ど
複
数

の
茶

の
湯
巧
者

の
影
響
を
受
け

て
い
た
。
表
千

家

八
代

・
埣
啄
斎

宗
左

の
高
弟

で
あ

っ
た
大
坂

の
町
人

・
稲
垣
休
里

(明
和
七
年

～
文
政

二
年

・
一
七
七
〇
年
～

一
八

一
九
年
)

に
よ
る
茶
会
記
集
成
書

『
労
求
茶
会
記
』

(
4
)
に
収
録
さ
れ
た

『
伊
丹
屋
宗
不
筆
記
』
に
見
え

る

多
賀

の
二

つ
の
茶
会
か
ら
は
、
釣
り
棚
に
青

貝

の
香
合
を
置
き
合
わ

せ
る
な
ど
、
遠
州

の
影
響
と
思
わ
れ
る
面
が

見
受
け
ら
れ

る
。
そ
れ
と
共
に
特
徴
的
な

の
が
小
間

で
の
茶
会

で
唐
物
を
用

い
て
い
る
こ
と
や
、
唐
物

に
唐
物
を

組
み
合
わ

せ
て
い
る

こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
江
戸

の
茶
会

で
あ

り
な
が
ら
御
室
焼

の
水
指
、
雁

の
香
合
を
取
り
入

れ
て

い
る
。

こ
れ
は
武
家

の
中

で
の
御
室
焼

の
取
り
入
れ
、

江
戸

で
の
使
用
時
期
な
ど
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い

事
例
と
な

ろ
う
。

こ

の
よ
う

に
多
賀

の
茶

の
湯

は
唐
物
を
扱
え

る
だ
け

の
技
量
を
兼
ね
備
え
た
も

の
で
、
特
定

の
人
物

の
影
響
下

に
限
ら

れ
な

い
進

取
に
富

ん
だ
茶
風
を
示
し
て

い
た
。
そ

の
茶

風
は
小
堀
遠
州

と
は
格
が
違

う
と
評
価
さ
れ

る
も

の
の
、
茶

の
湯
巧
者
と

い
わ
れ

(
5
)
、
門
弟
を
持

つ
な
ど
の
周
囲
の
評
価
を
伴
う
も

の
で
あ

っ
た
。

15

 

二
、
舟
越
永
景

の
茶

の
湯

舟
越
永
景

に

つ
い
て
は
、

「旗
本
茶
人
舟
越
永
景

へ
の
基
礎
的
考
察
」
と

い
う
題
目
で
、
茶

の
湯
文
化
学
会
平
成

二
十

一
年
度
第

三
回
近
畿
例
会

(
二
〇
〇
九
年
十

二
月
十
九
目
、
於

・池
坊
短
期
大
学
)

で
口
頭
報
告
を
行
な

っ
た
。

現
在
、
そ
れ
を

下
に
論
文
と
し

て
の
成
稿
化

に
向
け

て
取
り
組

ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
口
頭
報

告

の
概
略
を
述

べ
た

い
。

舟
越
永
景
は
慶
長

十
六

(
一
六

二

)
年

に
摂
津
国
や
河
内
国
、
大

和
国

の
中

で
約
六

一
四
〇
石
の
遺
跡
を
継

ぎ

つ
つ
、

元
和

二

(
一
六

一
六
)
年

に
家
康

の
死
去
に
伴

っ
て
江
戸
勤
仕

に
移

る
ま

で
駿
府

で
小
姓
役
を
勤
め
て

い
た
。

そ

の
後
、
寛
永
十
五

(
一
六
三
八
)
年
か
ら
は
建
物

の
造
営

・
修
繕
な
ど
を
管
掌
す

る
作
事
奉
行
と
な

っ

て
い
る
。

因

み
に
、
作
事
奉
行

は
佐
久
間
将
監
も
勤
め

て
お
り
、
更
に
は
小
堀
遠

州

に
も
通
じ

る
役
職

で
あ

る
。

舟
越
永
景

の
茶
会

記
は
、
『
久
重
茶
会
記
』

(『
松
屋
会
記
』
)
収
録

の
慶
長
十
六

(
一
六

一
一
)
年
九
月
九
日
朝

の

自
会
と
寛

文
五

(
一
六
六
五
)
年
十

一
月
八

日
に
片
桐

石
州
と
共
に
行
な

っ
た
徳
川
家
綱

へ
の
献
茶

し
か
見
出
せ

な

い
。
『
久
重
茶
会

記
』

に
見
え

る
慶
長

十
六
年
九

月
九

日
朝

の
茶
会

は
父

の
五
郎
右
衛
門
景
直
が
半
年
前

に
没



「

し
た
後

の
十
五
歳

の
折

り

の
茶
会

で

(
6
)
、
永
景

は
唐
津
焼

の
花
生
や

ノ
カ
ツ
キ
釜
と

い
う
茶
釜
、
伊
賀
焼

の

水
指
と
土
ハ
に
騙
蹄

口
の
唐
物
茶
入
を
置
き
合
わ
せ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
十

五
歳

の
時
点

で
唐
物
を
扱

え
る
だ
け

の

技
量
を
備
え

て
い
た
。

更
に
、

こ
の
前

日
夜

に
は
古

田
織
部

の
晩

の
会

に
久
重
等
と
土
ハ
に
招

か
れ
、
建
築
中

の
小

座
敷
に

つ
い
て
遅
く
ま

で
話
し
込
ん
で
い
る
。

こ
の
頃
ま

で
に
織
部
と

面
識
が
あ
り
、
織
部
か
ら
茶

の
湯

の
影
響

を
受
け

て
い
た
可
能
性
も
少
な

か
ら
ず
想
定

で
き
る
が
、
天
文
十

二

(
一
五
四
三
)
年
生
ま
れ

の
織
部
、
慶
長

二

(
一
五
九
七
)
年
生
ま
れ
の
舟
越
、
と
二
人
の
間
に
は
祖
父
と
孫
程

の
年
齢
差
が
あ

る
。

そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
初

学
か
ら
織
部

に
で
は
な
く
、
織
部
門
下
と
さ
れ

る
父

・
景
直

に
あ

る
程
度
以
上

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

い
た
と
考

え
た
方
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

片
桐

石
州
と
共

に
行
な

っ
た
寛
文

五

(
}
六
六

五
)
年

十

一
月
八

日
の
徳
川
家
綱

へ
の
献
茶
を
語
る
史
料
と
し

て
最
も
知
ら
れ
、
か

つ
先
学
が
用

い
て
き
た
も

の
は

『
徳

川
実
紀
』

の

『
嚴
有
院
殿
御
実
紀
』

の
同

日
条
に
見
え

る
記
述

で
あ
る

(
7
)
。
そ
こ
で
は
石
州
と
舟
越

の
二
人
が
茶

の
湯
巧
者
と
し
て
名
高

い
た
め
に
召
さ
れ
た
と

し

つ

つ
も
、
老
中
達
が
列
座
す
る
中
、
石
州

は
家
綱

の
御
前

で
炭

手
前

・花
手
前
だ
け
で
な
く
、
濃
茶
を
立

て
て
献
茶
し
、

別
室

で
御
膳
が
供
さ
れ
た
と

し
、
舟
越

は
次

い
で
茶
を
立
て
た
こ
と

し
か
述

べ
ら
れ

て
い
な

い
。

こ
の
史
料

の
記

述
に
拠

っ
た

こ
と
も
あ

っ
て
か
、
先
学

の
寛
文

五
年

の
献
茶

で
の
関
心
は
、
専
ら

石
州

の
次
第
と

石
州
が
家
綱

の

茶

の
湯
指
南
役

で
あ

っ
た
か
と

い
う
点

の
み
に
注
が
れ
、
舟
越

は
あ
く
ま
で
石
州

の
引
き
立
て
役

に
終
始
し
た
評

価

で
し
か
な

い
。
そ

の
中

で
、
矢
部
誠

一
郎
氏
は
石
州

へ
の
評
価
と
と
も
に
舟
越

へ
の
評
価

も
あ

っ
た

こ
と
を
示

唆
し
て

い
る
も

の
の
、
最
終
的
に
は
視
点

は
石
州
に
注
が
れ
て
お
り
、
舟
越

へ
の
指
摘
は
示
唆

に
止
ま

っ
た
も

の

で
あ

る

(
8
)
。

た
だ
、
こ
の
史
料
は

『
嚴
有
院
殿
御
実
紀
』
と
あ

る
よ
う
に
、
延
宝

八

(
一
六
八
〇
)
年

に
家
綱
が
没
し
た
後
、

嚴
有
院
と

い
う
院
号
に
な

っ
て
か
ら
成
立

し
て
い
る
。

そ
れ
を
物
語
る
よ
う
に
、
記
述

の
中

に
は
石
州
は
当
時

こ

の
道

(茶

の
湯
)

の
宗
匠
と
し

て
最
も
名
高
く
、
今
現
在

に
お

い
て
も
石
州
流
と

い

っ
て
そ
の
門
徒
が
ま
だ
た
く

さ

ん
い
る
、

と
明
ら

か
に
時
間
差
が
あ

る
こ
と
を
示
唆
す

る
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

こ
の
条

を
編
纂

し
た
当
時

の
石
州
流

の
存
在
が
念
頭

に
あ

っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
他

に
同
じ

『
嚴
有
院
殿

御
実
紀
』
附
録
巻

下

の
こ
の
献
茶
に
関
す

る
記
述

で
は

(
9
)
、

「
そ

の
頃
」
と
、

同
じ
く
時
間

の
経

過
を
物
語

る

文
言
が
あ
る
が
、

石
州
だ
け
で
な

く
舟
越
も
寛
文
五
年
ま

で
に
宗
匠
と
な

っ
て
い
た

こ
と
、
そ

の
知
名
度

の
高
さ

か
ら
献
茶
を
す
る
者
と

し
て
人
選
さ
れ
た

こ
と
、

石
州
と
舟
越

の
両
名
土
ハ
に
炭
手
前
、
花

手
前
を
行
な

い
濃
茶
を

立

て
た

こ
と
、

両
名
共
に
家

綱

の
御
意

に
か
な

い
、
御
膳
と
褒
美

が
下
賜
さ
れ
た

こ
と
が
わ

か
る
。
先

に
見
た
よ

う
な
石
州
流

の
存
在
を
踏

ま
え

て

い
る
と

い

っ
た
背
景

は
こ
こ
か
ら
は
考
え
ら
れ
ず
、

こ
ち
ら

の
方

が
よ
り
寛
文

五
年
当
時

の
状
況
を
忠
実

に
伝
え

て

い
る
感
が
あ

る
。
ま
た
、

こ
の
条
は

『
日
記
』

と
典
拠

が
記
さ

れ
て
お
り
、

具
体
的
に
ど

の
日
記
を
指
す

の
か
明
ら
か
に
し
得
な

い
が
、
文
字
通
り
目
記
か
ら
採
用
さ
れ
た
と
推
測

で
き
る
。

当
日
の
道

具
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

の

『
御
茶
之
湯
会
席
帳
』

か
ら
判
明
す

る

(
10
)
。
織
部
筋

の
茶
釜
に
遠
州

が
好
ん
で
用

い
た
青
貝

の
香
合
、
遠
州
作

の
茶
杓
を
用

い
て
い
る
が
、

こ
れ

は
織
部

・
遠
州
と

い
う
将
軍
家

の
指

南

役
で
あ

っ
た
茶
人

の
系
譜

に
則

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

「道
寿
」
と

い
う
御
詰

め
の
道
具
衆

の
名
も
見
え

る
の
で
、

そ
の
道

具
衆

の
選
択

の
可
能
性
も
あ

る
。
石
州

の
後

に
手
前
を

し
た
舟
越
永
景

は
勢
高
茶
入
と
三
島
焼

の
茶
碗
、

「大
そ
ろ
り
」
と

い
う
花
入

の
三

つ
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
先

に
見
た
手
前

の
次
第

の
上

で
必
要
な

も

の
に
限

っ
て
取
り
合
わ
せ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

と

こ
ろ
で
、
な
ぜ
寛

文
五
年

に
上
覧

の
機
会
を
設
け
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
背
景

に
寛
文
印
知
を
踏

ま
え

る
必
要

が
あ

る
と
思
わ

れ
る

(
11
)
。
寛
文
印
知
と
は
寛
文
四
年
に
江
戸
幕
府
が
全
国

の
大
名
に
対

し
て
共
通

の
書
式

で
領

知
判
物

・
領
知
朱
印
状

・
領
知
目
録
を
交
付

し
た
政
策

で
、

翌
年

に
は
公
家

・
門
跡

・
寺
社

の
所
領

に
も
同
様

の

こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。

手
続
き
は

一
旦
、
各
大
名
や

公
家
等
が

以
前
に
交
付
さ

れ
て
い
た
所
領
判
物
や
朱
印
状
を

返
納

し
、
改
め

て
幕
府

か
ら
新
た
に
発
行
さ
れ
た
文
書
が
給
付
さ

れ
る
形
を
採

っ
た
。

こ
れ
は
将
軍

の
代
替
わ
り

ご

と

の
所
領
安
堵

の
手
続

き
と

し
て
、
多

く
の
将
軍

の
代
替
わ

り

の
際

に
行
な
わ
れ

て
い
る
。
老
中
達

の
立
ち
会

い
の
下
で
御
前

で
献

茶
を
行
な
う

こ
と
は
、
先
学
に
よ
り
議
論
さ
れ

て
き
た
将
軍
家
茶

の
湯
指
南
役
や
茶
道

且
ハ相

談
役
と

い
う
立
場
に
立

つ
か
否
か
を
問
わ
ず

と
も
、
以
後
、
茶

の
湯

に
関
す
る
こ
と
を
幕
閣
や

諸
大
名
、
旗

本
か

ら

尋
ね
ら
れ

る
機
会

を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
う

い

っ
た
機
会

で
の
相
談
役
を
半
ば

公
認
し
た

に
近

い
効

果

は
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
効
果
を
考
え

る
と
、
諸
大
名

の
所
領
給
付

の
文
書

の
給
付
に
続
き
、
公
家
や
寺
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社

に
も
同
様

の
手
続
き
が
取
ら
れ
て
い
る
時
期
に
機
会
を
設
け
た

こ
と

は
け

し
て
関
連

が
な

い
と

は
い
え
な

い
で

あ
ろ
う
。

三
、
茶
会
記
以
外
か
ら

み
る
舟
越
永
景

の
茶

の
湯
と
今
後

の
展
望
～
む
す
び
に
か
え

て
～

舟
越

の
茶
自
体
は
茶
会
が
二
会
し
か
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
推
測
が
で
き
な
い
。

た
だ
、
『
松
屋
会
記
』

の

『
久
重
茶
会
記
』
正
保
五

(
一
六
四
八
)
年

二
月
八
[口
の
大
倉
源
右
衛
門
茶
会
に
お
け
る

「文
琳
茶
入
、

ブ
タ

・

袋
、
舟
越

三
郎
四
郎

コ
ノ
ミ
」
と
記
さ
れ
た
も

の
や
同
二
月
十
九

日
の
大
倉

長
右
衛
門
茶
会
で
の

「セ
ト
カ
タ
ツ
キ
、

(略
)
遠
州
御
覧
候
由
也
、

ブ
タ

・
袋
、
舟
越
三
郎

四
郎
殿

ノ
由
也
」

(
12
)
、
財
団
法
人
柿
衛
文
庫
所
蔵

・
有
岡
道

瑞
編

『
茶
湯

百
亭

百
会
之
記
』

の
有
隣
軒

(鷹

司
輔
信
)
茶
会

の
中

の

三

御
花
生

舟
越
伊
予
守

殿
作
」

(
13
)

と

い

っ
た
記
載
か
ら
、
好
み
物
な
ど
が
存
在
し
、
相
当
高

い
評
価
を
受
け

て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
現
在
、

サ

ン
リ

ツ
服
部
美
術
館

に
所
蔵
さ

れ
る
茶
入

「
紹
鴎
茄
子
」
に
は
小
堀
遠
州

の
弟

・
小
堀

正
春
と
共
に
舟
越
永
景

の
添
え
状
も
伝
わ

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
事
実

を
踏
ま
え
れ
ば
、
舟
越
自
信
が
相
当

の
目
利
き

で
あ

っ
た
と
判
断

し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
遠
州
流

の
茶
書

『
桜
山

一
有
筆

記
』

の
写
本

『
当
流
聞
書

[
[伝
』

の
記
述

か
ら
は
、

小
堀
遠
州
が
江
戸
に
帰
参
し
た
際
、

江
戸

で
の
茶
会
開
き

の
客
衆

の

一
人
と
し
て
定
着

し
て
い
た
こ
と

(
14
)
、
江

月
宗
玩

へ
遠
州
が
台

子
手
前

の
こ
と
を
尋
ね
た
際

に
舟
越
が
同
席

し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る

(
15
)
。

こ
れ
ら

『
当

流
聞
書

口
伝
』

の
記
述

か
ら
、
舟
越
永
景

は
小
堀
遠
州

の
高
弟
で
あ

っ
た
と
断
定

で
き
る
。

舟
越
永
景

は
遠
州
門

下

の
高
弟
と

し
て
高

い
評
価
を
受

け

つ
つ
、
自
ら

の
好

み
も
打
ち
出

し
て
い
た
。

ま
た
、

目
利
き

で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
茶

の
湯
自
体

へ
の
知
識
も
豊
富

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

た
だ
、

こ
こ
で
注

目
す

べ
き
は
、

将
軍
家
綱

へ
の
献
茶

の
中

で
見
た
よ
う
に
、
舟
越
が
遠

州
流

の
茶
人
と

し
て
で
は
な

く
、

一
個

の
宗
匠

と

し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
舟
越

の
在
世
中
か
ら

死
後

こ
れ
ら

の
記
述
が
残
さ
れ
る
ま

で

は
、
遠
州

に
学

ん
だ

か
ら
と

い

っ
て
、
必
ず
し
も
遠
州
流

の
茶
人
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
個

々

の
宗
匠
と
し
て
認
識
さ
れ

る
こ
と
が
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

そ
し
て
、
時

間
が
経

つ
と

土
ハ
に
、
遠
州
流

の
系
譜

の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て

い

っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

こ
れ
は
流
派
と

い
う
意

識

の
成
立
時
期

に
も
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
が
、
今
後
、
事
例
検
討
を
重
ね
る
な

か
で
改
め

て
考
え

て
い
き

た

い
。
加
え

て
、
舟
越
は
好
み
は
打
ち
出
し
て
は

い
る
が
、
作
意

と
も
呼

べ
る
よ
う
な
大
き
な
変

化
を
打
ち
出

し

た

こ
と
は
管

見

の
範
囲

で
は
う
か
が
え
な

い
。
同
じ
こ
と

は
多
賀
左
近
に

つ
い
て
も
指
摘

で
き
る
。

し
か
し
、
彼

ら
は
宗
匠
と
認
識
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ

は
宗
匠
と
な

る
上

で
必
要
な
素
養

に
、
自
ら
が
打
ち
出

し
た
作
意

は
含
ま

れ
な
く
な

っ
た
と

い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
も
併

せ
て
考
え

て
み
た

い
。
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註
記

(
1
)
神
津
朝
夫
氏
は

『
茶

の
湯

の
歴
史
』

(角

川
選
書
四
五
五
、
角
川
学
芸
出
版
、
角

川
グ

ル
ー
プ
パ
ブ

リ

ッ
シ

ン
グ
発
売
、

二
〇
〇
九
年
)

一
人
五
頁
～

一
八
六
頁

の
中

で
、
武
家

の
茶

の
湯

の
区
分
に

つ
い
て
疑
問
を
呈
し
て

い
る
。
武
家

の
茶

の
湯

の
概
念
規
定
が
明
確

で
な

い
こ
と

は
指
摘

の
通
り
で
あ

る
が
、
本

研
究
報
告
書

で
い
う
武

家

の
茶

の
湯
は
、
実
際

に
茶

の
湯
を
嗜
む
者
が
武
家

で
あ
る
場
合
を
指
す
。

(
2
)
森
敏
子

『
評
註

茶
窓
間
話
』

(思
文
閣
出
版
、

一
九
七
八
年
)

一
〇
三
頁

(3
)
拙
稿

「旗
本
茶
人
か
ら
み
る
近
世
前
期
武
家

の
茶
湯
-
多
賀
左
近
に

つ
い
て
ー
」
(『
藝
能
史
研
究
』

一
八
四
号
、

藝
能
史
研
究
會
、
二
〇
〇
九
年
)

(
4
)
『
労
求
茶
会
記
』

は
、
今

日
庵
文
庫
所
蔵
本
と
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
、
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
所
蔵
本

の

三
本

の
存
在

が
知
ら
れ

て
い
る
。
本
研
究
報
告
書

で
の
指
摘
は
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
所
蔵
本

(
請
求
番
号

・

九
九
二

五
六
)
に
拠

っ
て
行
な

っ
た
。

(
5
)

石
井
至
穀

『
当
流
聞
書

口
伝
』
上
巻

(世

田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
編
集

『
続

石
井
至
穀
著
作
集
』
東
京
都

世
田
谷
区
教
育
委
員
会
、

一
九
九
二
年
、
二
〇
五
頁
)

『
当
流
聞
書

口
伝
』
は
旗
本

の
石
井
至
穀

(安
永
七
年
～
文
久

元
年

・
一
七
七
八
年
～

一
八
六

一
年
)
が
写
し
た
遠

州
流

の
茶
書

『
桜
山

一
有
筆
記
』

の
写
本

で
あ
る
。
『
桜
山

一
有
筆
記
』

は
肥
後
国
熊
本
藩

の
茶
頭
役
を
勤
め
た
桜



山

一
有
が
見
聞
し
た
茶
会

の
記
録
や
茶
事
談

を
、

一
有

の
弟

子
か

一
有
に
近

い
人
物
が
宝
永
四

(
一
七
〇
四
)
年

に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。

(
6
)
千
宗
室
編
纂
代
表

・
永
島
福
太
郎
校
訂

『
茶
道
古
典
全
集
』
第
九
巻

松
屋
会
記

(淡
交
社
、

一
九
五
六
年
)

二

一
七
頁

(
7
)
『
嚴
有

院
殿
御
実
紀
』
巻

三
十

一

寛
文

五
年
十

一
月
八
目

(完
成
記
念
版

『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
第

四
十

一
巻

徳
川
実
紀

第
四
篇
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
五
年
、

五
五
〇
頁
)

(
8
)
矢
部

誠

一
郎

『
目
本
茶

の
湯

文
化
史

の
新

研
究

』

「第

二
章

千

利
休
と
茶

人
達

」
「
六

将

軍
茶
道

相

談
役

と

し
て

の
石
州
」

(雄

山
閣
出
版
、

二
〇

〇
五
年
、

初
出
講
談
社

編

『
片
桐

石
州

の
茶
』

所
収
、
講
談
社
、

一
九
八
七
年
)

(
9
)
『
嚴
有
院
殿
御
実
紀
』
附
録

巻

下

(完
成
記
念
版

『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
第
四
十

二
巻

徳
川
実
紀

第
五
篇
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
五
年
、
三
五

一
頁
)

(
10
)
野
村
美
術
館
学
芸
部

「彦
根
城
博
物
館
蔵

御
茶
之
湯
会
席
帳
」
(『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』

第
四
号
所
収
、

野
村
美
術
館
、

一
九
九
五
年
、

一
一
九
頁
)

(
11
)
寛
文
印
知
を
踏
ま
え

る
必
要
性
は
、
谷
端
昭
夫
氏
に
御
教

示
を
賜

っ
た
。

(
12
)
前
掲
註

(
6
)
千
宗
室
編
纂
代
表

・永
島
福
太
郎
校
訂

『
茶
道
古
典
全
集
』
第
九
巻

松
屋
会
記
、
四
三
六
頁
、

四
三
八
頁

(
13
)
有
岡
道
瑞
編

『
茶
湯
百
亭
百
會

之

記
』

(
岡
田
利
兵
衛
編

『
伊

丹
資
料
叢
書
』

一

伊
丹
文
芸
資
料
所
収
、

伊
丹
市
役
所
、

一
九
七
五
年
、
六
八
頁
)

(
14
)
石
井
至
穀

『
当
流
聞
書

口
伝
』
上

(前
掲
註

(
5
)
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
編

『
続

石
井
至
穀
著
作
集
』
、

二
〇
八
頁
)

(
15
)
石
井
至
穀

『
当
流
聞
書

口
伝
』
中

(前
掲
註

(
5
)
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
編

『
続

石
井
至
穀
著
作
集
』
、

二
四

二
頁
)
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